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■　目　的
　使用済自動車（ELV）のシートを事務用の椅子と
して再利用することによる環境負荷を LCAで評価し
ました。
△ 従来、使用済車のシートは廃棄物として鉄くずと一
緒にシュレッダー装置で破砕処理され、埋め立て処
分されていました。

○ 状態の良いシートを事務用チェアーに甦らせる事に
しました。

■　結果と今後の展開
○結果
　リサイクルチェアーは、車の助手席、運転席のシー
トを取外し、回転キャスターを組付け、事務用椅子
として市販しています。LCA調査の結果、外部調達
を行っているキャスターの金属部品成形が地球温暖化
（GWP）の52％と最も大きな環境負荷となることが
わかりました。また、シートについては取付金具およ
び製品梱包資材の削減がGWP低減上重要であるこ
とがわかりました。

○今後の展開
　１台の ELVからはエンジンをはじめ100点を越
える部品がリサイクルされています。さらに、貴金
属を含め素材のリサイクルも行っています。これら
ELVリサイクル全体をどのように行う事がGWPの
低減上最も優れているかを今後の LCA調査の課題と
して行く所存です。

　会宝産業株式会社
　　　──リサイクルチェアーの LCA

　お問合せ先：
　　会宝産業株式会社　　電話番号：076－237－5138
　　担当者：宮崎奈美　　ホームページ：http://kaiho.co.jp/jp/

リサイクルチェアー

■　実施者

　環境制約、資源制約が身近に迫る中で、リサ
イクルの大切さを定量的に把握する手始めとし
ました。日本のELVリサイクルが LCA上如何
に優れているかを発信して行きたく思います。
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